
令和３年度第３回栃木県医療対策協議会 議事概要 

 

１ 日時 

令和４（2022）年３月16日（水） 18:00～19:05 

 

２ 開催方法 

オンライン開催 

 

３ 出席者 

別紙名簿のとおり 

 

４ 議事概要 

(1) 協議事項１：令和５年度に臨床研修を開始する研修医の募集定員について 

①協議概要 

資料１－１及び１－２に基づき、令和５年度臨床研修募集定員の配分案について、各委員

の意見を伺った。 

②委員からの主な意見 

・ 令和５年度募集定員の調整配分として、「医師派遣状況への配慮」とあるが、県外医

療機関等への医師派遣では、評価する意義に乏しいのではないか。県は、医師派遣の状

況として、派遣先医療機関を把握するよう努めるべきである。 

・ これまでと比べて、本県全体の募集定員が大幅に減少している。令和６年度以降、本

県全体で必要な募集定員数を確保できるよう取組を進めていくべきである。 

・ 本県では、臨床研修医と比較して、専攻医が少ない状況にある、臨床研修修了後の県

内定着に向けた取組も進めていく必要がある。 

・ 臨床研修の実施に当たっては、少なくとも１学年で４名の研修医がいることが望まし

いと考えている。県全体の募集定員枠を踏まえながら考えていく必要はあるが、ゆくゆ

くは最低４名の募集定員をスタンダードにするよう検討してほしい。 

 

(2) 協議事項２：栃木県キャリア形成プログラムの改訂について 

①協議概要 

資料２に基づき、栃木県キャリア形成プログラムの改訂に向けた県の考え方及び状況を説

明し、各委員の意見を伺った。 

②委員からの主な意見 

・ 地域枠医師が履修可能なローテーションとして、13コースで精査が必要とのことであ

るが、そのうち４コースは、公的医療機関等以外の医療機関での研修が含まれることが

理由とされている。修学資金の原資は税金であり、民間病院も税金を払っている。ま

た、民間病院においても多数の研修医を受け入れており、例えば脳神経外科などでは、

民間病院も含めなければ派遣ローテーションが組めないのではないか。 



(3) 協議事項３：栃木県キャリア形成卒前支援プランの策定の方向性について 

①協議概要 

資料３に基づき、栃木県キャリア形成卒前支援プランの策定の方向性について、県の考え

方を説明し、各委員の意見を伺った。 

②委員からの主な意見 

・ 以前の自治卒医は、総合診療以外は選択が認められなかった。専門医志向もあり、

このような考え方は今風ではないかもしれないが、地域の病院では、総合診療的な医

師が必要である。県として、こういう医師になってほしいという方向性をしっかり伝

えることが必要である。 

・ 専門医になったとしても、総合診療のマインドを持ってもらいたい。それこそが、

県が地域枠制度を作った理由であり、そのような制度が上手く回っていけばいい。 

・ 総合診療は、まさに地域のクリニックが担っている役割であるし、県内の病床の半

数以上は民間病院のものである。総合診療のマインドというのであれば、中小民間病

院やクリニックも含めて、対応を検討すべきである。 

・ 地域枠医師に対して、生涯にわたり公的医療機関に勤務することを求めているもの

ではないが、卒後、支援を受けた恩を県に返すといった考えもあるだろう。医師個人

の自由もあることから、柔軟に考えながら、本人のためになるキャリアを準備するこ

とが大切である。 

・ マイナスイメージをプラスイメージに変えていくには、学生が主体的になってキャ

リアを考えていく必要がある。入学条件も踏まえながら、義務履行とキャリア形成の

両立を図り、上手く制度を回していくことが求められる。公的医療機関だけではな

く、民間病院も含めて、学生のためになる良い取組・モデルを作ってもらいたい。 

・ 卒前支援プランは地域枠学生以外の学生も参加可能なのか。地域枠学生だけ参加す

るとなれば、縛り付けと感じられ、むしろネガティブなイネージにつながってしまう

かもしれない。また、知事に会うということは素晴らしい取組であり、地域枠学生以

外の学生も参加できると良いのではないか。 

・ 学生たちは、５・６年時の病院実習において先輩医師の話を聞いた上で、診療科を

決めることが多い。地域に不足している診療科で活躍している医師と接する機会をカ

リキュラムとして用意すると良いのではないか。キャリアの方向性を決める５・６年

時に、先輩医師の話を聞く機会を計画的に設けることにより、理想的なキャリア形成

につながると考える。 

 

(4) 報告事項：栃木県地域医療対策協議会設置要綱の改正の概要等について 

資料４に基づき、栃木県地域医療対策協議会設置要綱の改正概要及び今後の協議会の運営

予定を報告した。 

 

 

以上 


